
宝物No. かわさきけいばじょう

6-1 川崎競馬場
シーズン

日時

□ 観る ■ 遊ぶ・体験する
□ 食べる □ その他

□ ものづくり ■ イベント・祭り
□ 味づくり ■ にぎわい
□ 現代の文化的なもの □ 港めぐり
□ 歴史的なもの □ 人物

問い合わせ

TEL

FAX

E-mail

交通

基礎情報

由来・エピソード

補足・その他 関連シート

（5-3）徳泉寺

（6-7）川崎競輪場

（10-12）馬頭観音

「かわさき区の宝物」とは？　☞　http://www.city.kawasaki.jp/kawasaki/category/94-10-2-7-2-1-0-0-0-0.html

■平成18年(2006)8月にはマスコットキャラクター｢カツマルくん人形｣がリニューア
ルされた。手足の形状が変更され、テーブルなどに座ることも可能となった。表彰
式や浴衣来場者へのプレゼントなど各種ファンサービスに活用されている。

URL
http://www.kawasaki-keiba.jp/（川崎競馬HP）

http://www.kawasakikeiba.com/（川崎競馬倶楽部HP）

京急大師線港町駅より徒歩1分
JR川崎駅より徒歩15分･京急川崎駅より徒歩12分
※アゼリア出口より無料シャトルバスの運行あり

目的

宝物定義

神奈川県川崎競馬組合 企画振興課　

044-233-6703

■3月から12月にかけて開催されるナイター競馬が人気を博す川崎のアミューズメントスポット。最終レース
は20時50分発走と会社帰りにも気軽に立ち寄ることができる。手入れの行き届いた緑の芝生に寝そべっての
観戦は、カップルや家族連れなどの姿も見られる。
■「川崎競馬倶楽部」は平成2年(1990)に発足した川崎競馬公認のファンクラブ。20年以上にわたってペー
パーオーナーゲームや厩舎見学会、那須･地方競馬教養センターツアーなど様々な企画イベントが催されてい
る。

■現在の川崎競馬場の場所には明治時代にも競馬場が開設されていた。日露戦争後の明治39年(1906)に京浜競馬倶楽部
によって｢川崎競馬場｣が開設された。社長は板垣退助伯爵であった。立派な三層レンガ造り化粧建ての馬見所（見物
席）は東洋一といわれた見事な建築であったという。ところが競馬の過熱が社会問題化し、わずか2年後に政府が馬券
発売禁止令を公布、正味15日間を開催しただけで競馬場は廃止された。その後、工場招致を展開していた川崎町長石井
泰助氏の尽力により、約13万坪の競馬場跡地に富士瓦斯紡績会社の工場が建設された。大正4年(1915)操業開始、2500
人の従業員を抱える東洋一といわれた大工場であったが、昭和14年(1939)に東京電気（現･東芝）に買収された後に戦
禍により焼失する。
■その跡地に戦後、現在の川崎競馬場が誕生した。昭和24年(1949)、(株)川崎競馬倶楽部が建設した競馬場を神奈川県
が買収、翌年1月に竣工した。競輪場とともにその売上げは川崎市の戦後復興に大きな貢献を果たした。
■公認ファンクラブ｢川崎競馬倶楽部｣は、川崎競馬場で当時開催されていたジョッキーが指導する女性乗馬スクールの
開講をきっかけとして、平成2年(1990)に女性スタッフ4人によって発足。場内で配布する無料情報紙の発行を中心に活
動を続け、平成7年(1995)にはペーパーオーナーゲーム（POG）を開始、参加者には倶楽部会員として様々な特典が用
意されるとともに、年間トータルポイント優勝･上位入賞者には表彰式にて賞状、オーナー馬記念グッズ等が授与され
る。
■平成21(2009)年6月、幅72ｍ×高さ16ｍ（1152㎡）の大型映像装置「川崎ドリームビジョン」が完成。翌年、世界最
長スクリーンとしてギネス世界記録に認定された。

写真提供：川崎競馬組合

所在地 川崎区富士見1-5-1
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